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CBDCが「どこでも使える」ために、スマートフォンを決済端末
化する仕組みをどのように活用できるか検討する

1出所：CBDCフォーラムWG5 第1回会合資料

今回の位置づけ
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内蔵NFC利用型はNFC性能等で専用端末に劣るが、個別端末調達
コストや、注文から決済に至るオペレーション効率化の点で優位
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可能（mPOSとの連携により
1台で注文から決済まで完結）
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Androidの場合、R/Wモードの
動作が不完全な機種が存在

R/Wモードの動作が安定

決済専用端末とスマートフォン等の決済端末化の比較
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既存のキャッシュレススキームを踏襲するほか、即時資金移動を
行うサービスとして構築することも考えられる

CBDCにおけるスマートフォン決済端末化対応試案

試案１：既存キャッシュレス決済スキームの踏襲 試案２：直接資金移動を行う決済スキームの構築

概要

スキ
ーム

要対応
事項

⚫ CBDCを既存キャッシュレス手段と同様の扱いとし、スマー
トフォン等の決済端末化の取扱い手段のラインナップに加え
る（決済サービス/アプリケーションに追加実装）

⚫ 店頭での支払にて利用者から店舗に直接資金移動を行う新た
な決済スキームを構築（実質、その場での送金(逆送金)を実施）

⚫ 店舗のスマートフォン用に送金を受けるアプリケーションを
提供

⚫ 各スマートフォンOS事業者と連携可能なPSPおよびそれに連
なる決済NWにて、CBDCをラインナップに加える必要

⚫ 対応するOS・PSP等に対するポリシー・ガイドラインの策定
が必要と想定

⚫ 各スマートフォンOS事業者に対して、SEへのアクセスを
CBDCに係るアプリケーションを対応させる必要

⚫ 既存キャッシュレススキームと異なるため、店舗サイドの
POSや決済管理が煩雑にならないようなデザインを考慮要
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サービス事業者※

キャッシュレス
事業者A

キャッシュレス
事業者B

決済アプリ

SE等

決済
サービス

店舗

スマートフォン等

OS事業者

CBDC
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利用媒体(カード/スマホ等) サービス提供・
媒体提供/アクティベート

利用媒体(カード/スマホ等) サービス提供・媒体提供/アクティベート

①逆引送金依頼

②逆引送金確認

中央銀行台帳

CBDCNW

※他のCBDCサービス
への送金の場合

③送金実行
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※CBDCサービス事業者：仲介機関および追加サービス提供事業者を想定



4


